
■12月 4日、UCV制作番組「うえだの近代化産業遺産」

　の第1回目収録（会場：上田蚕種協業組合（1917年））

○擬洋風建築の解説をチームリーダーの竹内秀夫が務め、

　製糸業の経緯を上田蚕種協業組合会長の茅野功氏に語っ

　て頂いた。

　建物の特徴は、2階窓上部の三角ペディメント、1階出

　入口の曲線的な庇（3箇所）、腰壁の腰羽目板張り、外

　壁のイギリス下見板張り、左右対称なデザイン（シンメ

　トリー）などである。三角ペディメントは、東京商業会

　議所（1899年）や横浜正金銀行（1904年）などに見

　ることができ、製糸業で横浜と上田が密につながってい

　たことを考えると、デザインの元は横浜正金銀行であっ

　たかも知れない。あるいは、上田を取り囲んでいる山々

　をモチーフとしたデザインだったのかも知れない。1階

　中央の出入口の庇には、まゆ玉や蛾がデザイン化されて

　いる。また、両側の出入口の曲線的な庇は、真ん中が半

　円になっており、近隣に立つ旧松高眼科医院（1915年

　頃）の屋根の感じにとてもよく似ている。上田にあって

　も、必ずしも地元のオリジナルなデザインばかりではな

　いかも知れないが、幾つかのデザインの要素が組み合わ

　されることによって、オリジナルな建物が生まれること

　も事実である。そして、そのようなものを「うえだの景

　観」と呼ぶこととしたい。
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自然豊かな山と川を育むまち

誰もが安心して健康に暮らせるまち
～きれいな水の循環を考える～

■12月 10日ミーティング開催

○「21世紀における長野県民有林の姿（試案）について」

　上小地方事務所林務課普及林産係　原課長補佐の講話

○活動テーマを「休耕田・耕作放棄農地を、環境保全・

　生物多様性の保全のために活用する」に決定。

●次回活動　1月 27日午後 1時 30分

　浦里とんぼの会の「田んぼビオトープ」見学　

　集合場所：浦里公民館駐車場

■12月 22日ミーティング開催

○市内の川の様子を観察する。市で行っている市内河川の

　定期採水に同行し、１０河川１７地点の様子を見に行く。

○浄水場など、水に関わる施設の見学を行う。

○命の水について考えていく（環境ホルモンやダイオキシ

　ン類など）。

○河川流域の排水マップの作成

●今後の予定　2月 5日（水）市内河川観察　午前 9時

　下水浄化センター集合

　実施河川：千曲川（３地点）神川（２地点）矢出沢川（２

　地点）蛭沢川（１地点）浦野川（２地点）産川（２地点）

　湯川（１地点）室賀川（１地点）瀬沢川（１地点）常田

　川（１地点）

うえだ環境市民会議は、市民・事業者・市のパー

トナーシップにより、７つのワーキングチー

ムにわかれ、環境をよくする活動に取り組んでい

ます。それぞれのワーキングチームの活動を紹介

します。

う え だ の 景 観
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上田蚕種協業組合



■12月 19日勉強会・ミーティング開催

○生ごみの堆肥化に関する上田市の取組経過、現状、今後

　の方針について、上田市廃棄物対策課　山崎課長の講話

　今後の方針として、

　家庭からの生ごみ

　堆肥化の推進、

　レストラン等の生

　ごみ堆肥化、枝木

　類のチップ化等、　

　関係機関との連携

　を図りながら「ご

　みの減量」に取り

　組んでいきたい。

地 球 Ｓ Ｏ Ｓ

■12月 13日第 1回シラカシの分布調査報告　

　調査場所：上田市常磐城　須波三穂神社と虚空蔵山山麓

　　　　　　上田市小泉　高仙寺大日堂と周辺

○地球温暖化現象の実態を把握する方法のひとつとして、

　シラカシ ( ブナ科 ) の自然分布を調べています。シラカ

　シは、常緑広葉樹で、主に関東以西の暖地に分布して

　います。従って、今までは、上田周辺では越冬が出来な

　く、実生から育つ自生のシラカシは分布していませんで

　した。しかし、近年になって、実生から成長したシラカ

　シが、中野市から丸子町にわたってみられるようになり

　ました。上田市ではどのように分布しているのか、第一

　回の調査を行いました。結果は、２か所とも自生と考え

　られるシラカシが、想像を超える広さと数量で生育して

　いました。

　　今後も分布拡大は想像されますので、現在の様子（本

　数や大きさ）を把握しておく必要があります。それには、

　多くのみなさんのご協力が欲しいと考えています。次の

　ように、大勢のみなさんと共に、シラカシ調査を行いた

　いと予定しています。また、自生地に関しての情報もお

　寄せください。

　第２回シラカシの分布調査（兼、冬芽観察会）　

　日時：3月 13日（土）午後１時集合

　詳細は追ってお知らせします。

ごみ減
げん

（５
ゴ ミ ゼ ロ

３０）
～資源を有効に利用するまち～

環 境 学 習   ～命
いのち

の連環を学ぶ～

■ 12月 17日　「学生地域くらし創り考房こみっと」と

　の共催により、表　秀孝　長野大学産業社会学部教授を

　講師に、「環境経営に向かう企業経営～企業が取り組む

　ゼロ･エミッション活動」と題した環境学習講座を開催

　しました。

●1月 17日 ( 土 ) 午後 2時　環境学習講座開催

　会　　場：ネットワークハウス縁舎【下之郷、長福寺

　　　　　　（生島足島神社隣、下之郷駅から徒歩3分）】

　講座内容：「生態学からみた身近な自然と環境」

　講　　師：林　一六　筑波大学名誉教授

　主　　催：学生地域くらし創り考房こみっと

　　　　　　染屋の森の会

　共　　催：うえだ環境市民会議

●3月 6日（土）午後2時　環境学習講座開催

　会　　場：上田駅前ビル「パレオ」5階会議室

　講座内容：「おいしい水と安全な水道水」

　講　　師：中本信忠　信州大学繊維学部教授

環境 ISOネットワーク

○環境 ISOヘルプデスクを開設します。

　上田地域内の事業者からの、環境 ISOの取得や手法、　

　また、環境省や長野県版の「環境評価プログラム」につ

　いての相談を随時受け付け、その相談内容に対し、ネッ

　トワーク内で検討し、回答及び必要に応じて事業所に出

　向き、現地指導を行います。

○食品トレイ削減の取組について、活動手順、アンケート

　内容等について検討しました。
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うえだ環境市民会議の活動には、誰でも、どのワーキングチー

ムにも参加できます。参加ご希望の方は、上田市生活環境

課までご連絡ください。豊かな環境を未来に残すために、

一緒に活動しましょう。

お問い合わせ：電話 0268-23-5120

剪
せんてい

定した枝木や落ち葉の処理、
ど う し て ま す か？
　剪定した枝木、大量の落ち葉などをチッ
プ化し、花壇や歩道に敷き、除草や土壌
流出防止材として利用することができま
す。また、土壌改良材としても有効です。
クリーンセンターに持ち込み、焼却処分
せずに、資源として利用しませんか。また、
引取料金も、1kg当たり18円と、クリー
ンセンターの引取手数料よりもお得です。
お問い合わせ：有限会社　川瀬恒産

　　　　　　　電話0268(27)8200


